
学習のめあてを育てる体育科指導

岡　本　秀　隆

1.体育科のめざす子ども

体育科では,体育学習を通して「自ら進んで学習に取り組む子ども」をめざしている。すなわ

ち,体育学習に意欲を持って取り組み,そこで,学んだことを生涯にわたって生かし続けること

ができる強い意志と態度を持った子どもの育成をねらいとしている。

自ら進んで体育学習に取り組む子どもを育成するには,子どもたちの運動に対する欲求を十分

に満足させて運動の楽しさを味わわせることが大切である。これまでの研究では,子どもたちの

立場から見た運動の特性(子どもたちの運動に対する①興味・関心　②知識　③技能　④期待　⑤

経験　⑥人間関係　⑦阻害要因)を生かした教材づくりと相互学習の仕方を身につけさせること

が自ら進んで体育学習に取り組む子どもを育成するために重要であることを明らかにしてきた。

こうした教材づくりや相互学習の仕方が体育学習の中に生かされ,さらに自ら学ぶ意欲や態度

を育成するには,一人ひとりの子どもたちが学密意欲を高め,追求したことをふまえて発展させ

るような「めあて」を明確に持つことが大切であると考えている。

そこで,「学習のめあてづくり」の重要性を感じ,次のような仮設を設定して学習のめあてをつ

かませるような場の構成のあり方について研究を進めることにした。

仮設1.　子どもたちは,各自の能力に応じためあての設定やめあての解決方法が把握で

きたならば互いに協力してめあてを追求し「わかる。できる。」喜びを味わいなが

ら主体的に学習に取り組むことができるであろうと考える。

仮設2.　相互評価や自己評価を指導過程の中に取り入れることは,自己の能力に応じた

めあての設定とめあてに取り組む意識を高めることを可能にするであろうと考え

る。

2.体育科の学習のめあて

体育学習のめあては,子どもたちが題材として提示された運動との出会いの中で追求してみた

い内容である。.そして;思考や認識の深まりや基礎的・基本的な技能の獲得による「わかる。で

きる。」喜びと自分の考えや追求の仕方を出し合い,教え合ったり,認め合ったりする態度の育成

による「学び合う喜び」によって主体的に取り組む学習をめざすものである。

(1)自ら進んで体育学習に取り組むための学習のめあての条件

①　体育の目的や内容と一致した学習のめあてであること

学習のめあては,体育の目的・内容や題材のねらいの方向と一致したものでなくてはなら

ない。それは,学習▼のめあてがその運動の特性と異なった形で設定されるとその運動の本質

や意味と違った学習になってしまうからである。すなわち,学習のめあては,題材として取

り上げられた運動がどのような楽しさをめざす運動なのか(競争型,克服型,模倣・変身

型),あるいは,どのような身体的必要にもとづく運動なのかを明らかにして設定されなくて

はならないと思われる。
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②　子どもたちの運動に対する-レデネスと対応.した学習のめあてであること

子どもたちの運動に対する運動経験や問題解決能力と学習のめあてが対応していることが

大切である。学習のめあてとレデネスが

.対応しているとチビもたちは,これなら

「できそうだ。」という期待と「できた。」

という達成感を味わう′ことができる。一そ

して,自主的†白、発的な体育学習ができ

ると考えられる。

③　興味・関心と結びついた学習のめあて

であること.。J

・学習のめあてが子どもたちの運動に対.

一　する-興味・関心と結びつ.いていると子ど

・もたちは,意欲的にめあてを追求するこ

・とができる・。　　4

.④.発展性のある学習のめあてであるごと

学習のめあてに対する追求が学習の内

′.容や方法を′見通すことができた場合には,

挑
戦
対
象
の
レ
ベ
ル

ニ
・
・

(
学
習
の
ね
ら
い
・
め
あ
て
)

3

.

　

　

　

　

　

　

　

2

` 1　一

(不 軍 )　 楽 し.草 の 涜 路

P l (心 配 )

.1・とF.・

P 2∴ (退 屈 ) ,

(不 安 )
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、・　　　　Al.　　　　　こ2　　　　　　　31~

.学習者の能力・瀾心のレベル1

(運動への準備状璋=レディネ.ろ)
1

(チクセントミハイrBEYONDBOREDOM_AND

ANXIETY」に掲載の図を修正したもの「

新しい具体的な学習のめあてを′設定し深めることができる言そこでi学習の、めあてはi~学習

の内容や方法を見通すことができる発展性のあることが大切である。

(2)`自ら進んで体育学習に取り組むための学習のめあての種類・

`体育学習のめあての種類は,個人が追求していく個人のめあてとグル「プや学級全体で追革

していく共通のめあてが考えられる、。㌧

①　個人のめあて

個人の連動に対す去ねがいは∴さまざまそある。・`このねがいの中で追求に佃するもーのを個

人めめあてと考え々いる。特に;個人のめあて~は,骨己ゐ威力に合ったものを改定すること

が大切である。そこで,試技やグループカード,個人カードの活用によって自己の能力を把

握させて指導のねらいと照らして設定するように指導を行うている`。

②　共通のめあて

共通のめあては,さま-ざまな個人のめあての中から共通しているめあてを取り上げ,'その

共通しためあそが解決する1ための手だてを指導のねちらと酪ら七て設定したもtのである占`ま

た,指導のねちいを達成す・る~ためのステップであると考えている。∵共通のめあては!友だち

と教え合い,励よし合って追求する中で,「学び合う喜び十を味わわせながら追求意識を高め

ていくものであると考えている。

指導計画の導入や時期や低学年の学習は,塘導のねらいを達成するためのステップとして

共通のめあてが中心となることが多いと考えている。　　し1

(3)学習のめあてをつかませるための条件

-①　子どもの実態を把握する。・

′工人ひとりの子どもたちがこれから学習する運動についてどのよ`ぅに▼と甘え`てい・るかを事

前調査を行って実態を把握する言調査内容は;ア∴奥味■内心∴・ィ.知識　ウ十期待:エ

経験　オ.技能　カ.人間関係　キ.阻害要因などである。
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また,指導計画の第一次の運動の方法や内容についての提示と試行の後に,もう一度,調

査内容について調査を行ってレデネスを具体的に確認することが大切である。

②　子どもたちが追求したくなるような教材を設定する。

子どもたちが追求したくなるような教材の条件として,次のようなことが考えられる。

ア.子どもの興味・関心や能力の実態によく合っているもの

ィ.教師のねらいに合っているもの

ウ.・運動内容の発展性や系統性のよいもの

エ.いろいろな工夫ができて多様な追求ができるもの

(診　指導のねらいを明確にする。

子どもたちの実態を把握し,運動の技能と運動・保健に対する関心・態度の2つの観点で

指導のねらいを明らかにする。そして,一単位時間や題材全体の追求が甘くならないように

することが大切である。

④　学習のめあてを設定し,追求しやすい学習集団を設定する。

学習のめあてを互いに教え合い,励まし合いながら追求し「学び合う喜び」を味わう学習

集団を設定するには,次のような条件が考えられる。

ア.共通のめあてや個人のめあてを互いによく理解している。

ィ.友だちの活動について気づいたことは,何でもいえる人間関係が成立している。

ウ.役割分担がしっかりできていろ。

⑤　問題解決的な指導過程を設定する。

⑥　学習のめあてを設定しやすい導入を工夫する。

子どもたちが学習のめあて・を設定しやすい導入の工夫として次のことが考えられる。

ア.これから学習する運動の内容を示範,VTR,絵などを十分に活用して視覚的に理解さ

せる。そして,イメージと1してとらえさせて学習への意欲を高める。

ィ.視覚的にとらえた運動のイメ丁ジをもとに試行して体感的に理解させる。そして,試行

を通しての運動ぺのねがいや不満を明確にする。そして,個人のめあてを設定する。

ウ.個人のねがいや不満を共通のめあてとしてまとめる。次に,共通のめあてを学習内容と

して順序を?けて配列をする。

⑦　学習のめあての自己評価・相互評価によって新しい学習のめあてが設定しやすいまとめを

工夫する。。

個人のめあてや共通のめあての達成状況を学習カードを活用して自己評価やグループ,全

体で相互評価をする。特に,相互評価では,ア.めあての達成状況　ィ.よくがんばった入

り.よかったところ　エ.こまったことを中心に評価して互いの努力や工夫したことを認め

合わせる。また,次時のめあては,本時の自己評価と相互評価をふまえて設定させる。そし

て,新しいめあてに意識を高めていくことにしているふ
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3.実　践　例

第4学年　　「なわを使った運動」

(1)題材について

なわを使った運動は,とびなわ一本で人数やとび方などの条件を変えて言い・ろ`Liろな動きづ

くりをすることによって運動の楽しさを味わうことができる。~そして・,技や記録という具体的

なめあてが設定でき,上達の過程が容易に自

己評価できて達成欲求を高めたり,友だちと

の競争や協力の楽しさを味わうこ・とができる。

また,素早い.動き,「リズムカルな動き,タ

イミングのよい動きや協力・安全の態度を養

うのに適した運動である。

「長なわと短なわの組み合わせとび」(図2・)

は,2人が長なわを回すなかで1人が個人の

能力に応じていろいろな短なわのわざに挑戦

するものである。

短なわの技は,まず,自分ができそうな技

から挑戦する。そして,その技が連続10回以上できたら新しい技に挑戦させる。

以上のような方法で各自の能力に応じて短なわの技に挑戦することや短なわをとぶ大のとぶ

速さに長なわの回す速さを合わせたりすることによってリズミカルな動きやタイミングのよい

動きづくりをねらいとする。また,長なわを回す人,長なわの中でとぶ人が互いに教え合い,

励まし合って練習する態度の育成をねらいとしている。

(2)子どもたちの実態

子どもたちは,入学以来,短なわを中心になわを使った運動を経験してし†る。子どもたちの

なわを使った運動に対する事前調査による実線は,次のとおりである。

「なわを使った運動は,好きですか。」に対しては,「好き」と答え1た者が751%,・「普通」と答

えた者が25%,イき・-ちい」:と答えた者が0%であり,「大部分の子どもかなわを便っ美運動を好

んでい、る。」と言えるであろう。

「なわを使った運動でどんなところが楽Leいですか」に対しては「楽しい理由として第1に

「いろ'いろ-な種目'(技)が-できたときこ」ィ第2た「なわのとび方や遊び方が工夫できたとき。」

第3.に「友だちと協力して伸よ一くなわとびがゼきたと-き。」を上げているふ　これは・自己のめあて

(なあとびの技や回数,そ:して,一態度)の達成が遍動の楽しぎにならていることかうかがえる。

子どもたちの短なわの技能は,表1　表1短なわの技能の実態く20回連続できる人数(%)〉

の通りであ~るふ,あやとびの前後回しの

20回連続ができる者は,82%,交さと

びの前後回しの・20回連続ができlる者は,

76%,・二重と-びめ前回しの20回連続が一

できる者は;・68%であり,~二重と.びめ

後回しの・20回連続ができる者は,21%

一枝 あや とか 交 さ とび 二重 とび はや ぶ さ

,前回 し ・ 92 1 ′・7 9 二 68 、 7

後 由 し
73 ` 73　一. 2 1 ` 0

である。以上のようにあやとびの後回しが′5回できるものからはやぶさの前後回しの20回連続
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が十分にできる者までと技能差は大きい。

また,子どもたちは,これからのなわを使った運動の学習で,第1に「長なわでいろいろな

とび方をしたい。」第2に「短なわでいろいろな技ができるようになりたい。」第3に「友だち

と協力して仲よくなわとびをしたい。」という願いを持っているこ

(3)指導にあたって

指導にあたっては,なわを「正確に」「タイミングよく」操作してよりよい動きができること

をねらいとしてなわを使った運動を行うことにした。

なわを「正確に」「タイミングよく」操作してよりよい動きとは,短なわとびで自分の手と

足の協応の動きと長なわとびで他人の動かすなわに合わせる動きの2つが考えられる。そこで,

これらの2つの動きを高めるために長なわと短なわの組み合わせとびの運動を行わせることに

した。

また,子どもたちが意欲を持ってこれらの運動を行うために次のような学習過程を工夫した。

I　恒画で恋痍睦欄　挑戦して楽しむ　　　　　　　l

‖工夫したとび方で記録。忘蒜高岩を工夫する0　!

最初は,長なわの回旋する中で短なわの今できるとび方(今できそうなとび方)で記録(回

数)に挑戦させる。そして,リズミカルに,タイミングよくできる喜びを味わわせる。次に,

新しいとび方を工夫する。新しいとび方で記録(回数)に挑戦させる。そして,新しいとび方

を身につけることとリズミカルな動きやタイミングのよい動きができる喜びを味わわせること

をねらいとしている。

次に,自己の能力に応じためあてを持たせるために長なわと短なわの組み合わせの運動の方

法やできるポイントなどをビデオ,絵,示範などによって提示する。タンバリンなどの用具を

使って細かをステップをふみながらできるようにする。学習カードを使っての自己評価,相互

評価によって自分達の能力を知るとともにめあての適性を判断する。また,自己評価,相互評

価によってめあてが達成できた喜びを味わわせながら新しいめあてを設定させることにした。

自己のめあてを達成するには,友だちと協力して学習することが大切である。特に,長なわ

と短なわの組み合わせとびでは,協力の仕方がとび方のでき・ふできに直接的にかかわってく

ると思われる。そこで,学習集団は,短なわとびの技能調査を行ってどのグループも技能が平

均するように編成を行う,ことにした。(1グループ,男女混合　4-5名),また,グループ内

で「見る人」,「短なわをとぶ人」「長をわを回す人」と3つの役割を決めて練習を行って助け合

い,励まし合いながら学び合う喜びを味わわせながら協力する態度を高めることにした。

(4)指導目標

①　短なわ,長なわを使った運動を工夫し,なわを「正確に」「タイミングよく」操作してより

よい動きができるようにさせる。

②　自己の能力に応じためあてを設定して,互いに協力して根気強く練習ができるようにさせ

る。

③　運動する場所や用具の安全をたしかめて運動ができるようにさせる。
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(5)指導計画一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'一二7時間

麗一次　(1時間)

運動の内容や方法を理解させ自己のめあてを持たせるこ

`第二次　(2時間)

今できる短なわの技で長なわとの組み合わせとびをさせる。

第三次　(3時間)

-・短なわの技を土大して長なわとゐ組み合わせとかをさ漣る。

第四次　(1時間)

発表会をさせる。

(6)指導の実際

(り　題材の導入期における授業構想　(第一次　第1時)

ア!視覚的理解によっそ運動のイメージ化を図って学習意欲を高める。

子どもたちが運動に対して「やってみたい。」という意欲を持つためには,運動の方法や

運動技能の到達すべき姿やこれから学習すべきボイン・トを具体的に把握させることが大切

である。そこで,運動の方法やこれから学習すべきポイントを具体的に把握させるために

「教師の示範」「子どもの示範」「絵図」「VT′R」なせを使って視覚的に瞳解させイメージ

化を図ることにした。

そして,「やってみたい。」「00のようになりたい。」1「自分にもできそうだ。やってみよ

う。」「少し「むずかしいぞ,でも,挑戦してみよう。」などの運動に対する好奇心,期待感

.を持たせ,「早くやうてみ`たい。」という'試行への意欲を高めることにした。

<VTRによる運動の方法の提示とイメージ化を図るゝ・

T:これから学習するなわとびの仕方についてのビデオを見てもらい1ます。・長をわが回

る中で短なわとかをするという運動です。この運動の名前は,「長をわと・短をわの組み

合わせとび」といいます。長なわの回し方や長なわの中での短なわのとび方に注意し

てビデオを見てください。

6年生が長なわの中で二重とびやはやぶさの短なわの技をタイミングよく行って

いるビデオを提示する。.

T:　6年生の長なわと短なわの組み合わせとびをl見て,長なわと短なわの組み合わせて

とびの方法はわかりましたか。

P:　よくわかりました。

T:、6年生の長なわと短なわの組み合わせとびを見て∴どんな感想を持ちましたか。

P:すばらし、い。ぼくも二重とびができるようになりたい。

P:はやく,・実際にやってみたい。

P:　ちょっとむずかしそうだ。でも,やってみたい。

子どもたちは,ビデオを見た後に次のような感想を述べている。

「長なわの中で短なわで とぶ。」私は, この種目を見た時, 初めに思ったことは (まわ

す人ととぶ人の り不ムが合っているな.′)です。それは, と木でいない人が号令をかけたり

して上手にとんでいたからです。だから, 私はなんだかとびやすそうな感 じが しました。

二重とびだったので (すごいな) と思.いました。私は, やる時にグループで号令をか

けてやろうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　 H 子

ー148　-



ぼくは, なわとびのビデオを見て長なわの中でなわと'びをしていたのでびっくりしま

した。ぼくもやってみようという気持ちになりました。けれども, 思うようにうまく出

来るかどうか心配です。けど, ぼ くは, やることにしました。　　　　　 S 夫

ぼくがビデオを見てはじめに(むずかしそうだなあ)と思いました。長なわの中でた

だとんで出るのならできる。しかし,長なわの中の短なわとびは,なかなかできそうに

ないと思う。それに,二重とびは,まわす人ととぶ人の息があっていないとできない。

でも,がんばってやるとできるかもしれないのでがんばろうと思う。これからの授業が

とてもたのしみ./　　　　　　　　　　　　　M夫

以上のように子どもたちは,ビデオによって長なわと短なわの組み合わせとびのイメー

ジ化ができ,「はやくやってみたい。」という試技への強い意欲を持った。

ィ.体感的理解によって視覚的理解とのズレを明確にし新たなねがいの持たせ方

ビデオによってとらえた視覚的理解による運動のイメージをもとに試行させてみる。そ

して,試行によって,㊦どんな短なわとびができるか,④どのくらいできるか,㊥どこが

むずかしいかなど体を通して理解させる。(体感的理解)

特に,視覚的理解したものと体感的理解とのズレ,すなわち,視覚的理解した時の期待

した姿と試行した時の実際のすがたとのズレを明確にする。そして,話し合いや友だちの

示範,VTRなどによってズレの中から新しいねがいを持たせることにした。

このことが自己の能力に応じためあてを持つことができ,めあてを達成しようとする意

欲を高めることができた。

子どもたちは,試行したのちに視覚的理解したときの期待した姿とのズレを次のように

述べている。

ビデオを見た時,「これならすぐにできそう。」と思っていました。最初,一回せん

一ちょうやくからやりました。なかなかできません。タイミングが合わないからです

どうしても,長なわよりもはやくとぶからです。これからは,見ている人が手をたた

いてあげたり「.-,二,三,四,五……」と声をかけてあげればタイミングがあって

すぐにできると思います。私は,あやとび,交さとび,次に,二重とびに協力して挑

戦したいです。　　　　　　　　　　　　Y子

ビデオを見てあやとびができそうだったので目標してやりました。だんだん長なわ

回ってくるのがおそくなってしゃがんでしまいます。それは,わたしのあやとびのと

速さがはやかったし,長なわを回すのがおそかったからです。次の授業では,長なわ

はやく回してもらって,自分も,もう少し,ゆっくりとんであやとびを成功させたい

思っています。　　　　　　　　　　　　　　N子

の
　
ぶ
　
を
　
と

また,試行後のアンケートでは,次のように答えている。

「これから長なわと短なわの組み合わせとびをやってみたいですか」に対しては,「とっ

てもやってみたい」が71%,「やってみたい」が29%,「やりたくない」が0%である。子

どもたちは,長なわと短なわの組み合わせとびの試技を行うことによって視覚的理解によ
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る期待とのズレを感じている。しかし,運動への意卿ま,かなり高いものがある。

「長なわの回旋の中で,できるようになりたい短なわの技は何ですか。」に対しては,両

足とび・二重とび・′はやぶさ・・あやとび・交さとびの技を順番に上げている。

「今できそうな短なわの技は,ノ何ですか」に対して多い技は,1位,両足とび　2位,

,~あやとび　3位,.交さとび　4位,・二重とびを上げている。

試技によってできた短なわの技の回数の人数は,表2のとおりである。(連続10回できた

ら新しい技に挑戦する。)

表2　長なわと短なわの組み合わせとびの短なわの技能　　　　　　　　　　　(人)

回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

両 足 と び 29 29 29
I 28

27 26 26 25 25 23

・あ や と び 11 10 9 7 ・7 6 5 5 4 4

交 ざ と び 2 2 ▼ 2 2 1 1 1 1 1 1

二 重 と ぴ F.2 -
2 1 0 0 0 0 0 0 0

ウ.新たなねがいに基づいてこれからの学習のめあてを設定する。

これからの学習のめあては,一八ひとりの子どもたちの新しいねがいを出させる。そし

て,これら-のねがいの中から共通点を明確にする。また,~指導のねらいと照らし合わせて

一話し合いや助言,示範などを通して共通のめあてを設定する。次に,これらの共通のめあ

てに順序をつけて学習の計画をたたせることにした。

そこで,子どもたちに「自分のめあての短なわの技ができるようになるためには,どん

なこ.とに気をつけて練習したらよいか。」と発固してそれぞれの役割(長なわを回す人,短

なわをとぶ人,見ている人)に分けて考えさせた0子'どもをちは,主として次のことを上
げていた。

㊦　長なわを回す人

⑦　短なわをとぶ人

㊥　見ている人

a.短なわの人と同じように長なわを回す。

b.あまりはやく長なわを回さないム

C.号令をかける。

a.リズムをかえないでとぶ。

b'.長なわを回す人のペースに合わせてとぶ。

、C.長なわを回す人のなわを横目でみてとぶ。

a.リズムがとれるように手をたたく。

b.気をつけるところを言う。

C.「1,.2,,3・∴…」という号令をかける。

d.「はい」とか言って始めの合図をする.。

次に,子どもたちが考えたことを基にして話し合いで共通のめあてと学習の順番を決め

て,計画を立てた。

㊦　今できる短~なわの技がリズムをかえないでとぶことができる。

⑦　長なわを二人が協力もて回すことができる。

㊥　長なわを短なわのと.ぶ速さ・と同じ速さで回すこと・ができる。

㊤'短なわの人が長なわの回す速さに合わせてとぶことができる。

㊥.。短なわのとび方を工夫して長なわとの組み合わせとびができる。
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(彰　一単位時間における授業構想　(第三次,第1時)

ア.本時の目標

○　長なわの回旋する速さを短なわをとぶ速さに合わせて,自己の能力に応じた組み合わ

せとびができるようにさせる。

○　グループで助け合い,励まし合いながら根気づよく練習ができるようにさせる。

ィ.準　備　　短なわ,長なわ,タンバリン,学習カード,黒板,VTR

ウ.指導過程

学　　習　　過　　程 指　導　上　の　留　意　点

準備運動をする。

短なわの連続とび

本時の共通のめあてを確認
する。

長なわと短なわの組み合わせとぴ

長なわの
回旋の速さ

短をわの
とぶ速さ

長なわと短なわの組み
合わせ とびをする。

4-5人のグループで練習

個人の能力に応じためあて

前
・
後
ろ
回
し

二
重
と
び

交
さ
と
ぴ

あ
や
と
び

両
足
と
び

前
・
後
ろ
回
し

組み合わせとび

回旋スピード

次時のめあてをつかむ。

1.体をほぐし学習意欲を高めるために次の運動を行

うことを指示する。

0短なわ連続とび……自己の能力に応じて短なわの

とび方を5種目決めて各10回の連続とびをする。

2.本時の自己のめあてが達成することをねらいとし

た共通のめあてを確認させるために次の点を留意す

る。

0個人カードから個人のめあてを紹介する中で解決

方法としての共通のめあてを提示する。

0長なわの回旋の速さと短なわをとぶ速さの関係を

知らせるためにVTRを活用する。

3.長なわと短なわの組み合わせとびを意欲的に行わ

せるために次の点を留意する。

0各グループ(4-5人)で互いに本時のめあてを確

認し「見る人」「やる人」の役割を決めて協力し

て練習することを指示する。

0長なわの回旋の速さが合わないグループには,番

号やタンプリン,手拍子での合図をすることを助

言する。

0自己のめあてが達成した者は,帽子を赤に変える

ことを指示する。

0挑戦した短なわのとび方が連続10回できたら新し

いとび加こ挑戦することを助言する。

0自己のめあてに意欲的に取り組んでいる児童や協

力して練習しているグループを賞賛して全体で認

め合う。

4.次時のめあてをつかませるためにグループで学習

カードを活用して次の点を相互評価することを指示

する。

0個人のめあての達成状況

。よくがんばった人

。よかったこと　　　0こまったこと
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エ.学習の流れと子どもの反応

㊦　共通のめあての設定と把握をさせる場面

イ後ろ手重とびが5回以上でき牟_皐うにな顆い。」イみん卑声をかけ合シーながら長な

わを回す速さを短なわに合わせたい。そして,あやとびが8月できるようになりたい。」

・などの本時の個人のゆあてを個人カードから全体に紹介し牢。そして,これからの個人

のめあてを達成するための解決方法,すなわち,共通のめあての設定を行うことにした。

まず最初に,前時の学習を想起させて「長なわの回す速さは,短なわ右。こ合すことが必要

である。」ことを確認した。次に,長なわの回す速さについて予想を立てたせた。

T.「長なわの回す速さは,短なわの何に

合わせるとよいですか」

P'.「長なあめ向す速さは,短をわの回る'

速さに合わせるとよいと思います。」
.　　.

P.「短なわをどぶ人のとぶ速さに合わせ

るとよいと思います。」

(そして,1この予想を凍めるために長を
＼

1わの画す速さと痘なわ`の二重とびが合

っているビデオを用意した。)

T.「今から見ても.らすビデオは,4年2

組の吉~田君キちの長なわと短なわの組み合わせの練習の様子です。佐々木さんと桧垣

きんが回している長なわの速さが二重とびに挑戦している吉田君にうーまく合らていま

す。長なわを回す速さと吉田恵が周わしてい.る短をわや速さの開鹿また,長なわの回

す速さと吉田君が短なわをとんそいる速さの関係に注意しそビデオせ見ましょう。長

なわの回す速さは,どちら古.こ会わせる:とよいせすか」

甘.「長なわの回す速さは,どちらに合ってい。ましたか」

P.「短なわをとんでいる速さに合らていました」

P.「二重とびの場合は,とぶ速さですか,両虎とびやあやとびや交さとEびは,短なわを

t由す速さだと思います。」

P.「なわをとぶ速さだと思います。」

P.「両足とびやあやとびは,短なおを1回まわすと1回とびます。でも・,二重とびは2

回まわして1.回とびます。だから∴短なわをとぶ速さに長なわを回す速さを合わせる

とよいと思います。」

T.「その通りですね。短なわとびの技がちがってもとぶ速さに合わせlるとlよいみたいで

す這。」

T.「では,今日`のみんなのめあ.ては,二一人ひとりのめあてが成功するように,茸なわの

`速さは,短なわのとぶ速さに合わせることにします。」

(みんなのめあてを色画洋紙に書いて黒板に提示する。)

T.「長なわ,を回す速さを痘なわオとぶ速さに合わせるには∴どんな工夫をするとよいで

すか」

P.「短なわをとぶ速さに合わせて手拍子や号令をかけるとよい　思早ます。」一

P.「とぶ速さに合わせてタンバリンをたたくとよいと思います。」

T.「長なわの回す速さを短をわをとんでいる速さに合わせるには,いろいろな方法があ

りますね。それぞれのグループで工夫してやってみましょう。」
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T.「今からグループにわかれて練習をしてもらいます。個人のめあてや前の授業の感想

にもたくさんあったように教え合いや励まし合いが必要ですね。特にどんなことにつ

いて教え合いが大切ですか。」

P.「短なわのとぶ速さに長なわを回す速さ

が合っているかどうかを教え合ったらよ

いと思います。」

P.「手拍子やタンバリンに長なわの回す速

さが合っているかを言ってあげるとよい

と思います。」

P.「手拍子やタンバリンを打つタイミング

について言ってあげるといいと思いま

す。」

T.「そうですね。特に,長なわの回す速さが短なわのとぶ速さに合っているかどうかに

ついて教え合うとよいですね。今までの練習で教え合いがうまくいっているグループ

は,どんどん記録が伸びていますね。

そこで,本時は,「みんなで教え合って練習する。」ことをもう1つみんなのめあて

とします。

最後に,技術面の「長なわの回す速さは,短なわのとぶ速さに合わせる。」と態度面

の「みんなで教え合って練習する。」の二つの共通のめあてと追求の方法を黒板に提示

して追求への意識を図った。

子どもたちは,各グループに分かれて追求の方法を決めて練習し,互いに観察しなが

ら教え合って意欲的な取り組みを行った。

また,共通のめあてや個人のめあての追求は,友だちとの教え合いや工夫の中で試行

→観察→思考→練習→発見という指導過程で行わせた。

藍幾l學__盛l
グループでめあての試行 全体でめあての観察と思考

⑦　評価によって新たな学習のめあてを設定し,意識を高める場面

a.相互評価による新たな学習のめあての設定と意識の高揚

めあての追求が終った時点で共通のめあてや個人のめあての達成状況,よくがんば

った人,よかったところ,こまったことを中心にグループでグループ学習カード(図

2)を活用して相互評価を行わせた。

子どもたちは,グループのリーダーを中心に達成状況を評価して次時のめあてを設

定した。特に,よくがんばった人やよかったことの評価は,互いの努力や工夫が認め

られ承認の欲求を満足させていた。そして,次時への意欲を高めていた。また,次時
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のめあての設定では∴めあてが適当であるかどうかを互いに話し合っているグループ

ノI
J・

・も`多・く見られた。

最後に,全体でグループの相互評価の結

果報告や努力した子どもたちを賞資した。`

また,次時の学習意欲を高めるために個

人のめあての発表と個人のめあてをふまえ

た学習内容の予告を行った。

授業の終了後,教室で個人カード(、図3十

図4)を.活用して相互評価をふまえて個人

のゆあての達成状況,がんばったこせ∴エー

大したことを,教え合ったことを中心に自・:

己評価を行わせて次時のめあての最終決定をさせた。子どもたちは,個人カードで自己

評価をすることによって記録の伸びや意識の向上によって運動の楽しさを味わうことが

できた.。

特に,めあてが自己の能力に合っていない場合や解決の方法が理解できない場合は,

朱書によっで指導を行った。このことは,_子ど~もたちた「わかる。∴できる喜び」を味わ

わせるために効果的であったと思われる。
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図4　個人学習カードB

(7)結果と考察

①　子どもたちは,各自の能力に応じためあての設定やめあての解決方法を把握して互いに協

力して練習する中で「わかる。できる。」の喜びを味わうことができたか。

ア.一単位時間の授業を通して(第三次,第1時)

㊦　子どもたちの授業の感想から

授業の終了後,表3のような自己評価

を行わせた。この評価の結果によると子

どもたちは,自己の能力に応じためあて

の設定は,「できた」が66%,「なんとか

できた」が29%,「できなかった」が5%

で大部分の者がなんとかできているがめ

あての達成状況は,「できた」が43%,「な

んとかできた」が39%,「できなかった」

が18%で不十分であったことがうノかがえ

表3　授業の自己評価　　　　　　　　(%)

内　　　　　　 容 できた なんとか
で きた できなかった

1
自分の力に合っためあ
てを決めたか 66 29 5

2 めあての達成ができたか 43 39 18

3
友だちと教え合ったり、助
け合ったりしてきたか 34 55 1 1

4 力いっぱい運動ができたか 79 18 3

5
め あてを達成するため
に自分で工夫 したか 45 47 8

6 何か新しい発見をしたか 39 39 22

7 今日の体育は楽しかったか 92 8 0

る。しかし,めあてに対する追求の活動

は,「できた」が79%,「なんとかできた」が18%,「できなかった」が3%,と意欲的に行わ

れている。その結果,子どもたちは,めあての達成は不十分であったがめあてに対する取り

組みが十分にできたので運動の楽しさを十分に味わうことができたと思われる。

④　子どもたちの「やる気」の変容から

授業後に子どもたちの学習中の「やる気」について五段階で自己評価を行わせた。そして,

各学習活動での子どもたちのやる気の平均値が表4のとおりである。

一単位時間の授業を通してのやる気は,平均4.2点以上である。3点を普通とするとどの活

動もやる気を持って学習を行っていることがいえる。

特に,5の各グループで組み合わせとびの練習をした時は,4,7点。6の集まって松本

君たちのグループのやり方を観察して話し合った時は,4,5点。7のもう一度,グループ

にわかれて練習をしたときが4,6点という高い値を示している。

これは,子どもたちが共通のめあてや個人のめあてを持ち,めあてを追求する仕方を理解
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していることによるものと思

われる。

また,子どもたちは,話し

合い活動よりも活動すること

に意欲を持うていることがう

かがえる。これは,教科特性

が表われていると畢われる-。

そこで,活動する時間め確

保と話し合いの仕方を検討す

る必要があると思われる。

子どもたちは,グル⊥プや

全員による本時のまとめに対

してやる気を示していない。

今後,まとめの方法につい

て工夫する必要があると思わ

れる。しかし,8のグループ

別の反省では,3.6点が9の全

員によるまとめで4.0点とな

っている。このことは,子ど

表4　∵単位時間におけるやる気の変答

1.授業の始まる前　(4.1▼)

2・票票票んしふぅ) のとき
(4.2)

3.集まって先生の話を開き,共

通のめあてをきめるとき

(4.3)

4..グループで個人のめあてをき
めるとき　　　　　(4.1)

5:グ/レープで組み合せとびのれ

んしゅうをするとき(4.け

6.集まって,松本く._んたちのグ
ループのやり方を‥みて顕し合
うとき　　　　　(4〕5)

7.もう1度グループにわかれて
組み会せとびのれんしゅうを
するとき　　　　　(4.6)

8.グループ別に集まって∴きょ
うのまとめの反省をするとき

(3.6)

9.全夏が集まってきょうのまと

めや反省をするとき(4.0)

もたちが再びやる気を持ったこと,すなわち,次時へのやる気を示していることがうかがえ

る。それは,自己評価やグループでの相互評価を学級全体に深化,発展させてい.:く評価活動

によるものと思われる。

㊥　授業参観の先生方の御意見から

この授業後に校内授業研究の場が設けられた。授業研究の場での御意見をまとめると次

のとおりである。

<良かった点>

a.長なわと短なわの組み合わせの運動は,・協力してめあてを追求するのに適している。

また,短なわの技で個人差に応じてめあてを設定できることによって一人ひとりが意欲

的に取り組むことができたと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　.

.b.個人のめあてや共通のめあての設定と把捉がビデオ,示範を通して具体的にできた。

特に,ビデオや示範を見る視点を明確にしたことは効果的であ`った。また,.めあてに対

する練習の成果が回数などによって出てくるので追求する意欲を高めたと思われる。

C.共通のめあてが技能面だけでなく態度面も設定されたことは,学習意欲を高めるため

に効果的であったと思われる。

<改善点>

a.個人のめあてや共通のめあての設定と把握が話し合いによって行われるので運動量が

少なくなる傾向がある。そこで,めあてづくりの手掛りとなるものや解決の方法や手段

について明確にしておく必要があると思われる-。

b.VTRの内容でスローやクローズアップを活用して意識化を図ることが効果的である

と思われる。
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先生方の御意見の中から個人のめあてや共通のめあての設定と把握,特に具体的な解決

の手だてまで把捉ができていたならば意欲的な追求への態度を高めることができる。そし

て,「わかる。できる。」喜びを味わうことができると思われる。

そのためには,ビデオ・示範などを視点をおいた観察をさせることが効果的である。ま

た,めあてを追求する時間をめあてづくりの手がかりや解決方法を明確にすることによっ

て話し合いをスムーズに行わせることが必要であると思われる。

ィ.指導計画の全体を通して

㊦　短なわの技の記録の伸び

長なわと短なわの組み合わせとびの短なわの技の出き具合いは,表5のとおりである。

表5　長なわの中でできた短なわの技　38名中の人数　　　　　　　(前回し)

連続回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

両 足 とび
1時間 29 29 29 28 27 26 26 25 25 23

7 時間 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38

あ や　と　ぴ
1時間 11 10 9 7 7 6 5 5 4 4

7時間 37 35 35 35 35 32 31 31 31 30

交 さ　とぴ
1時間 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1

7 時間 33 32 32 30 29 28 28 28 28 28

二 重　とぴ
1時間 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0

7時間 30 28 27 26 24 24 23 23 21 20

は や ぶ さ
1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7時間 8 8 7 5 5 2 2 1 1 1

連続回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

両 足 とび
1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7時間 25 25 25 25 25` 24 23 23 23 23

あ や　と　び
1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 時間 18 18 18 18 18 18 18 13 13 12

交 さ　とび
1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 時間 15 15 15 15 15 15 13 13 13 13

二 重 とび
1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7時間 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7

は や ぶ さ
1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 時間 2 2 2 2 2 2 2 2 2 一一一一一.lり
ムJ

この表によると両足とびの前回しは,連続10回が全員できている。また,子どもたち

のめあてであった二重とびの前回しの連続10回は,20名である。これは,52%の者がで

きていることになる。第1時間と第7時間の出き具合いを比較すると大きく記録が伸び

ている。このことは,子どもたちの「できるようになりたい。」という欲求を十分に満足

させることができたと思われる。▼また,子どもたちは,なわを正確に,タイミングよく

操作することができるようになったということができたと思われる。

子どもたちの

記録が伸びたの

は,自分の能力

に合った技に挑

戦することによ

って「できた。」

という喜びを持

表6　　　　　　　　　　　　　　　　　く20回連続できる人数(%)〉

あやとび 交 さとび 二重 とび はやぶ さ

指導前 指導後 指導前 指導後 指導前 指導後 指導前 指導後 ミ　 芙 ご

前 回 し 92 100 78 10 0
0
6 8 8 6 7 23 0

後 回 し 73 94 73 9 7 2 1 3 6 0 5 0
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って学習に取り組むことができたことによるものと思われる。

長なわと短なわの組み合わせとびの学習後に短なわの技の調査を行った。その結果

は,表6のとおりである。この表によると長なわと短なわの組み合わせとびは,短な

わのとび方のリズムを∴定にすることによらて技のとぶ回数を向上させるのに効果的

であることがうかがえる。

④　なわを使った運動に対する意識の変容

なわを使った運動に対する子どもたちの意識の変化は,次のとお`りである。

指導前に「なわを使った運動」が「好き」と答えた者が75%,「普通」と答えた者が25%

であった。指導後には,好きと答え`た者が84%,「普通」と答えた者が16%となった。

また,「なわを使った運動で楽しかったところはどこですか。」では,「なわとびでいろ

いろな種目ができた。」「組み合わせの工夫ができた。」「友だちと協力してできた。」こと

を大部分の子どもがあげていた。特に,「組み合わせの工夫ができた。」ことと「友だち

と協力してできた。」が多く見られた。

ここで注目すべきは,全員に近い子どもが技能獲得や工夫しての学習や協力しながら

の学習が十分できたことである。こlれは,長なわと短なわの組み合わせとびの特徴であ

り,また,自己の能力に合っためあての設定と解決方法の基本的な把握によるものと思

われる。

㊥　子どもたちの指導後の感想

今までのじゅぎょうで,わたしがたくさんのものがなぜできたかというと長なわを

回す人や手をたたく人など,みんなか力を合わせてやったからです。初めは,両足と

びさえ3回ぐらいがやっとだったのに今ではこんなにできるようになりました。先生

といっしょにどこに気をつけたらよいかを考えながらやりました。タンバリンも使い

ました。わたしたちのグループは,初めタンバリンを使っても何の意味もありません

でした。

それは,タンバリンがなわにあっていなかったからです。このことから,みんなは

とぶ人の足を見るようになりました。みんなできるようになりました。

わたしは,はじめ自分だけがうまいからできるんだと思っていたけど,それは,大

きなまちがいでみんなで協力するからできる.ということがわかりました。

これからは,何んでも協力してやっていきたいです。　　　　　　　　N子

なわとびのじゅ業を終えて案外うまくできたのでびっくりした。最初の目標だった

交さとびの10回ができたのでうれしかった。これは,みんなで協力したからだと思う。

も_し,またする機会があったら今度は,二重とびからちょうせんしたいと思う。初

めは,一向旋一ちょうやくも出来なかったのを思い出すとびっくりする。なわとびの

じゅ業をして本当によかったと思う。　　　　　　　　　　　　　　R夫

二人の授業後の感想文を読むと技能の伸びに対するおどろきと喜びがよく表われてい

る。それだけにこの二人は,達成感を十分に味わっていると思われる。

また,技能の伸びの要因は,自分の努力以上にみんなの協力をあげている。これは,
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みんなと教え合い,励まし合いながら学習した喜びを味わっていると思われる。

そして,.次への意欲を十分に持っている。このような気持ちは,ひとり一人がめあて

を持ち,協力しながらめあての追求をする学習によって生まれたものであると思われる。

②　相互評価や自己評価を指導過程の中に取り入れることによって自己の能力に応じためあて

の設定とめあてに取り組む意識を高めることができたか。

ア.相互評価について

相互評価は,「自己の能力に合っためあてを持つ場」や「練習の場」,そして,「本時のめ

あてを振り返り反省する場」の指導過程の中に取り入れた。

「自己の能力に合っためあてを持つ場」の相互評価は,示範や絵を見たり,試技を行う

ことによって個人のめあてを設定する段階で互いの話し合いで自己の能力に合っているか

どうかを確認するものである。特に,自己の能力に合っているかどうかを互いに確認し合

うことを重視した。また,個人のめあてから共通のめあてを話し合いで設定させた。

「練習の場」の相互評価は,グループで「長なわの回し方」「長なわの回す速さ」などの

共通のめあてや「二重とびが7回できる。」などの個人のめあてを中心にことばでよい動き

をはめ合ったり,めあて達成するために教え合うことを行わせた。

そして,「協力して練習する態度」「認め合って練習する態度」を身につけさせて運動の

楽しさを味わわせることをねらいとした。

特に,相互評価が活発に行われるために評

価のポイントを教師から具体的に提示をした。

このことは,相互評価が活発に行われるだけ

でなく教え合ったりする協力の態度が高める

ことができたと思われる。

子どもたちは,個人のめあてや共通のめあ

てが完全に達成できなくても相互の「もうす

こしだね。」「よくがんばってね。」ということ

ばによって運動の楽しさを味わっている。

そして,次時への意欲を高めていることがわかった。

「本時のめあてを振り返り反省する場」の相互評価は,グループの学習カード(図2)

を活用して「本時のめあての達成状況」「よくがんばった人」「よかったこと」「こまったこ

と」を中心に行って「次時のめあて」を設定させた。

「本時のめあての達成状況」は,挑戦する短なわの技のできた回数の記入と共通のめあ

てと個人のめあての出き具合いを「できた」「なんとかできた」「できなかった」の三段階

で評価させた。子どもたちは,できた回数を書いたりすることによって動きの高まりを具

体的にとらえることができた。そして,前時との此較や次時のめあての設定の参考にして

いた。

「よくがんばった人」は,「共通のめあて」や「個人のめあて」の達成状況と取り組む態

度を互いに評価しあって名前を記入させた。最初は,1-2名であったが人数も多く記入

されるようになった。そして,互いの努力を認め合う態度を高めることができたと思われ

る。しかし,よくがんばった人を決定するには,4-5名以内の人数が適当であると思わ

れる。

イよかったこと」は,グループで工夫したこと,努力したこと,発見したことを中心に
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評価して記入させた。

よかったことは,はじめに技能面が中心であったが授業を重ねるにつれて態度面が見ら

れるようになった。

また,よかったことは,学級全体に紹介して広げていくことにした。このことによって

発展し,深化することができた。

「こまったこと」は,練習や学習全般でわからないことやいやだったことを中心に評価

し記入させた。

こまったことは,'はじめた学習態度について多かったが技能面が捜業を重ねることによ

って多くなる傾向があらた。こまったことは,次時の学習のめあての中に入れた。子ども

たちは∴前時のこまったことが本時のめあてに入っているので自分のこととして意欲的に

解決しようとする姿勢が見られた。

ィ。自己評価について

自己評価は,各授業の終了後に教室で学習カードAi由(図3,図4)を活用して行わ

せた。評価内容は,個人のめあてに対して「がんばったこと,教え合ったこと,工夫した

こと」や「めあその達成状況」を中心とした。

自己評価は,めあてた対して自己の取り組みで努力したことの成果や努力の過程を学習

カードに記入させることによって動きの高まりを具側面こ確認させることができた。そし

て,意識を高めるのに効果的であった。

また,子どもたちの自己評価をした営習カードを読むこと′によって学習のめあてに対す

る取り組みの様子を把握することがで、きた。'また,学習カニドへの朱書によって「個人の

めあての修正」や「解決方法の提示」など指導ができ「かかわり合い」を深めることがで

きたと思われる。

特に,子どもたちが自己の能力に応じた

めあそを持たせる、には,一人ひとりの子ど

もたちの実態を十分に把握しておく必要が

ある。そこで,自己評価した学習カードを

活用した実態把捉は,効果的であると思わ

れる。

図5は,学習中にあまり発言をしないK

子達が自己評価の学習カードを活用しての

教師とのかかわり合いによって工夫した長

なわと短なわの組み合わせと・びである。

麿
~'図5　自己評価によって生まれた長な

ウ.授業参観をされた先生方の御意見から　　　　　　　わと癌なわの'組み合わせとび

授業(第三次　第1時)を参観された先生方は,評価活動について次のような御意見を

述べられている。・一

<良い点>-

a・.学習カードは,無理のない内容で記入しやすくわかりやすいと思われる。

b!評価のためめ時間が保障されていたと思われる。

C。学習カードへの記入によって各自の足跡が残り,具体的に記録の伸びが把握できて意

欲を高めることができたと、思われ・るら
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d.子ども相互の動きに対することばの評価が多く見られ喜びを味わっていたと思われる。

e.自己評価や相互評価が個人のめあてや共通のめあて作りに生かされていたと思われる。

<改善点>

a.相互評価の場合は,共通のめあてを中心に評価をする必要があると思われる。

b.何回とべたかどうかの評価は,どこをどうしたらとべるようになるかという次への活

動へつながるか疑問に思われる。

C.「タイミングよく」「調子よく」の評価は,主観だけの評価になりやすいので具体的な

評価基準の設定が必要であると思われる。

d.グループの相互評価内容でがんばった人は,めあてのできた人ととらえているが努力

した人もふくめるとよいと思われる。

相互評価や自己評価を指導過程の中に取り入れることは,子どもたちが自分の能力を他

人からの評価によって知ることができる。このことは,自己の能力に応じた個人のめあて

の設定につながると思われる。そこで,相互評価を客観的にするには,評価内容や評価基

準を明確にする必要がある。評価内容や評価基準を明らかにすることは,指導のねらいや

ステップを明確にすることにつながる。

自己の能力に応じた個人のめあてや共通のめあての設定は,「わかる。できる。」喜びを

味わわせることができる。また,「努力が認められる。」「なかよく協力して運動ができる。」

などのねがいを満足させることができる。そして,学習への意欲を高めることができると

思われる。

今後,共通のめあての評価の仕方や客観的な評価をする手だてを工夫する。また,運動

量を保障するために計画的な評価活動や評価内容などを検討しなければならないと思われ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岡本秀隆)
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